
 

全学的な教学マネジメントに向けた情報通信技術(ＩＣＴ)利活用 

ＩＣＴを利活用した教員相互によるシラバス点検への取組み 

金沢工業大学 

シラバス作成は、全て Webシステム「学習支援計画書登録システム」にて行っている。その上で、シ

ラバスが学習目的に沿って作成されているかを点検するために、教員相互による確認・点検が図れるシ

ステムを導入しており、最終的に各教育課程及び学系の主任が確認と承認をシステム上で行った後に学

生へ公開される。 

 

１．背景 

学習支援計画書（シラバス）作成の目的は、カリキュラムを通じて大学の教育理念を実践すること

にある。そのためシラバスには、各授業科目の目的、学習・教育内容を明示し、学生自らが積極的に

学習できるような「学生中心型の教育」への展開を図るとともに、大学として社会からの評価に耐え

得る自己点検・評価の一環として、授業内容を公開し、教育機関としての責任を明確にするものであ

る。そのため、各教員は、学生の立場に立ち、教員がお互いに教育の質の検証と内容の精査をシラバ

スを通じて継続的に図ることが重要である。また、アクティブラーニングを実践する上でも必要な情

報をシラバスから学生に提示する必要がある。本学では、学生の総合力を高めるスパイラル型学習プ

ロセス「CLIP」の概念、地域連携や産学連携の取組みなどをシラバスに盛り込んでいる。これらシラ

バス作成の目的を達成するために、Webシステムによるシラバス管理システムを運用している。 

 

２．取組内容 

学部・大学院のシラバス作成は、全て Webシステム「学習支援計画書登録システム」にて行ってい

る。当システムでは、シラバスに記載される科目の基本情報、学習・教育目標、学生の行動目標、評

価内容、標準的な達成レベル、各週の授業内容や課題等を科目担当者がシステム上で登録する。また、

シラバスに記載された教科書や参考図書の登録と手配もシステムで処理している。学期末に行う授業

アンケートの一部質問項目は、シラバスに登録された学生の行動目標が自動設定され、それをもとに

科目の達成度について学生・教員相互に確認のできる設計となっている。 
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本学の「教育理念、学習目的に沿ってシラバスが作成されているか」、「シラバスに登録されている

各項目の内容が適切であるか」を点検し、各教育課程及び学系の主任が最終確認と承認をシステム上

で行い、その上でシラバスが学生へ公開される仕組みとなっている。（図１） 

 

３．効果 

シラバスには大学の教育理念、各学科の教育目標や全学で展開する標準学習プロセスなど、教育で

実践すべきことが盛り込まれているが、それらが反映された授業となっているかを教員相互による確

認・点検が図れるシステムを導入したことで統一的な運用を進めることができた。 

また、シラバスを基準とした学生授業アンケートや教員による授業の自己点検・評価を行っており、

これらを総合的に確認・評価することで教育に対する継続的な改善を行っている。 

 

４．今後の展開 

学生の能動的学修の促進と学修意欲向上を目指すため、正課と正課外の学修を連動させたアクティ

ブラーニングを展開する上で、シラバスを主軸教材として位置づけ、学修の起点としての機能を盛り

込んだ eシラバスに発展させることを計画している。 

授業に対する興味・関心を喚起して学修成果を向上させるために、大学内で行われているプロジェ

クト活動や地域連携・産学連携での活動内容などをコンテンツとして eシラバスからアクセスできる

ようにする。また、e ラーニングの教材や学修課題、ポートフォリオ、授業教材の配信など、授業に

関連する事柄を eシラバスで網羅し、学生・教員共通の学習起点（ポータル）としての活用を考えて

いる。これらの学修履歴や成果物を一括管理することで学修支援はもとより、学修成果の可視化にも

繋げることを計画している。（図２） 

 

 


